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厚
生
労
働
省
は
、
平
成
二
三
年
度

の
国
民
年
金
の
保
険
料
を
八
〇
円
引

下
げ
、
月
額
一
万
五
、
〇
二
〇
円
と

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
賃
金
や
物
価
の
変
動
に

応
じ
て
決
定
さ
れ
る（
保
険
料
の
改

定
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
の
前
年

度
の
保
険
料
改
定
率
に
名
目
賃
金
変

動
率
を
乗
じ
た
率
だ
が
、
こ
の
名
目

賃
金
変
動
率
は
、
前
々
年
の
物
価
変

動
率
に
四
年
前
の
年
度
の
実
質
賃
金

変
動
率〈
三
年
前
か
ら
五
年
前
の
も

の
の
三
年
平
均
〉
を
乗
じ
た
も
の
と

な
る
）。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
国
民
年
金
保

険
料
の
前
納
額
等
を
定
め
る
告
示

（
平
成
二
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

五
三
〇
号
）も
改
正
さ
れ
る
予
定
だ
。

【
五
～
一
〇
面
、
一
二
面
に
関
連
記

事
】

年
金
支
給
額
も
〇
・
四
％
引
下
げ

　
一
月
二
八
日
、
平
成
二
二
年
平
均

の
全
国
消
費
者
物
価
指
数（
生
鮮
食

品
を
含
む
総
合
指
数
）
の
対
前
年
比

変
動
率
が
マ
イ
ナ
ス
〇
・
七
％
に
な

っ
た
と
の
総
務
省
の
発
表
を
受
け
、

厚
生
労
働
省
は
同
日
、
二
三
年
度
の

年
金
額
を
〇
・
四
％
引
き
下
げ
る
こ

と
を
発
表
し
た
。

　
現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
に
つ

い
て
は
、
法
律
上
、
直
近
の
年
金
額

引
下
げ
の
年（
現
在
は
平
成
一
七
年

の
物
価
が
基
準
）
よ
り
も
物
価
が
下

が
っ
た
場
合
は
、
こ
れ
に
応
じ
て
年

金
額
を
改
定
す
る
。
平
成
二
二
年
の

物
価
は
、
基
準
と
な
る
平
成
一
七
年

の
物
価
と
比
較
し
て
マ
イ
ナ
ス
〇
・

四
％
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二

三
年
度
の
年
金
額
を
決
定
し
た
。
四

月
分
が
支
払
わ
れ
る
六
月
の
支
払
か

ら
、
年
金
額
が
改
定
さ
れ
る
。【
四
面

に
関
連
記
事
】

受
給
額
、初
め
て
五
〇
兆
円
超

　
厚
生
労
働
省
年
金
局
は
一
月
二
四

日
、平
成
二
一
年
度
厚
生
年
金
保
険
・

国
民
年
金
事
業
の
概
況
を
公
表
し

た
。

●
公
的
年
金
制
度
全
体

適
用
状
況
　
平
成
二
一
年
度
末

現
在
で
加
入
者
数
が
六
、
八
七
四
万

人
で
、
前
年
度
末
に
比
べ
六
二
万
人

（
〇
・
九
％
）
減
少
。
国
民
年
金
の
第

一
号
被
保
険
者
数（
任
意
加
入
被
保

険
者
含
む
）
は
一
、
九
八
五
万
人
で
、

前
年
度
比
一
六
万
人（
〇
・
八
％
）

減
少
し
た
。
被
用
者
年
金
被
保
険
者

数
は
三
、
八
六
八
万
人（
う
ち
厚
生

年
金
三
、
四
二
五
万
人
、
共
済
組
合

四
四
三
万
人
）
で
、
前
年
度
比
二
四

万
人（
〇
・
六
％
）
減
少
。 

第
三
号

被
保
険
者
数
は
一
、〇
二
一
万
人
で
、

前
年
度
比
二
三
万
人（
二
・
二
％
）

減
少
し
た
。

給
付
状
況
　
受
給
者
数（
延
人
数
）

は
五
、
九
八
八
万
人
で
、
前
年
度
比

二
四
五
万
人（
四
・
三
％
）
増
加
し

た
。
重
複
の
な
い
実
受
給
権
者
数
は

三
、
七
〇
三
万
人（
福
祉
年
金
受
給

権
者
含
む
）
で
、
前
年
度
比
約
一
一

〇
万
人（
三
・
一
％
）増
加
。
公
的
年

金
受
給
者
の
年
金
総
額
は
逐
年
増
加

し
て
お
り
、
五
〇
兆
二
、
五
五
四
億

円（
う
ち
厚
生
年
金
二
五
兆
五
千
億

円
、
国
民
年
金
一
八
兆
円
、
共
済
組

合
六
兆
七
千
億
円
、
福
祉
年
金
三
二

億
円
）
と
、
前
年
度
比
約
一
兆
四
千

億
円（
二
・
八
％
）増
加
し
た
。

●
厚
生
年
金

適
用
状
況
　
適
用
事
業
所
数
は
一

七
五
万
事
業
所
で
、
前
年
度
比
一
万

四
千
事
業
所（
〇
・
八
％
）増
加
し
た
。

標
準
報
酬
月
額
の
平
均
は
三
〇
万
四

千
円（
う
ち
男
子
三
四
万
五
千
円
、

女
子
二
二
万
九
千
円
）
で
、
前
年
度

比
二
・
八
％
減
少
と
な
っ
た
。

給
付
状
況
　
受
給
者
数
は
、
前
年

度
比
一
四
六
万
人（
五
・
五
％
）
増

加
し
二
、八
一
四
万
人
だ
っ
た
。
う

ち
、
老
齢
年
金
の
受
給
者
数
は
一
、

二
八
九
万
人
。
老
齢
年
金
受
給
者
の

平
均
年
金
月
額
は
一
五
万
七
千
円
。

新
規
裁
定
の
老
齢
年
金
受
給
権
者
数

は
八
八
万
九
千
人
で
、
前
年
度
比
二

万
九
千
人（
三
・
一
％
）減
少
。
平
均

年
金
月
額
は
八
万
六
千
円
だ
っ
た
。

●
国
民
年
金

適
用
状
況（
第
一
号・第
三
号
被
保
険
者
）

　
保
険
料
全
額
免
除
数
は
五
三
五
万

人
で
、
全
額
免
除
割
合
は
二
七
・
四

％
と
前
年
度
よ
り
〇
・
九
ポ
イ
ン
ト

上
昇
、
一
四
万
人
増
加
し
た
。
一
方
、

申
請
一
部
免
除
者
数
は
四
七
万
人
で

免
除
割
合
は
二
・
四
％
と
前
年
度

よ
り
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
低
下
、
五
万

人
減
少
し
た
。
現
年
度
納
付
率
は
六

〇
・
〇
％
で
、
二
・
一
ポ
イ
ン
ト
の

低
下
。

給
付
状
況
　
前
年
度
比
八
四
万
人

（
三
・
一
％
）
増
加
し
、
二
、
七
七
九

万
人
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、「
基
礎
の

み
・
旧
国
年
」
の
受
給
者
数
は
一
、

一
二
二
万
人
。
老
齢
年
金
の
平
均
年

金
月
額
は
五
万
四
千
円
だ
っ
た
。
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
者
数
は
二
、
二

七
五
万
人
で
、
平
均
年
金
月
額
は
五

万
六
千
円
と
な
っ
た
。
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SL雪の原野ゆく（写真提供　釧路市）

平成23年度の年金額

平
成
23
年
度

初
の
引
下
げ

C o n t e n t s

11

会員のみなさま、年金委員のみなさま、実務者のみな
さまが「知っていてよかった」という情報を掲載します。

「国民年金よくある質問」
「厚生年金よくある質問」

2

将来の年金制度を支えていく中・高生に、年金制度
の重要性を理解してもらおうと、平成14年から年金
教育を実施している多可町の取組みを取材しました。

年金教育

兵庫県多可町の取組み

3

37名の職員全員が一体となるTKO37とは。

頑張る！年金事務所

武雄年金事務所

4

確定申告にあたり、国民年金基金の税制上の優
遇措置について解説します。

特集

国民年金基金と確定申告

5 10

保険料は月額15,020円と、前年より80円減。
ご活用ください。

〜 国民年金保険料

前納額告示

12

市区町村の広報誌にそのままご使用いただける、タ
イムリーな記事を掲載します。

ご活用ください

市区町村の広報誌（紙）掲載用記事

平成 22 年度
（月額） 

平成 23 年度
（月額）

国民年金
[ 老齢基礎年金（満額）：
  １人分 ]

66,008 円 65,742 円
（▲ 266 円）

厚生年金※ 
[ 夫婦 2 人分の老齢基礎年
金を含む標準的な年金額 ] 232,592 円 231,650 円

（▲ 942 円）
※ 夫が平均的収入（平均標準報酬 36.0 万円）で 40 年間就業し、

妻がその期間全て専業主婦であった世帯の新規裁定の給付
水準

年金広報-2011002-CS4.indd   1 11/02/04   18:14
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納
付
率
向
上
を
目
指
し

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
へ
つ
な
げ
る

　
将
来
の
年
金
制
度
を
支
え
て
い
く
中
・
高
校
生
に
、
年
金
制
度
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、

平
成
一
四
年
か
ら
年
金
教
育
を
実
施
し
て
い
る
兵
庫
県
多
可
町
。
そ
の
取
組
み
に
つ
い
て
住
民
課
副
課

長
の
小
牧
泉
さ
ん
と
大
西
由
里
さ
ん
に
う
か
が
っ
た
。

年
金
コ
ン
ク
ー
ル
は
い
つ
頃

か
ら
、
ど
の
よ
う
に
取
組
ま

れ
て
き
た
の
で
す
か
。

　
旧
社
会
保
険
事
務
局
と
連
携
し
、

平
成
一
四
年
か
ら
中
・
高
校
生
を
対

象
に
「
年
金
教
室
」
を
開
催
し
て
、

公
的
年
金
制
度
の
意
義
や
仕
組
み
に

つ
い
て
、
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
き

ま
し
た
。
生
き
方
の
問
題
を
通
し
て

年
金
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う

取
組
み
で
す
。

　
今
年
度
は
「
年
金
教
室
」
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

町
独
自
で
中
・
高
校
生
を
対
象
に「
年

金
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　「
年
金
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
実

施
に
向
け
、
町
内
の
中
学
校
・
高
等

学
校
へ
お
願
い
に
あ
が
り
、
年
金
へ

の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
ポ
ス
タ

ー
、
習
字
を
募
集
し
ま
し
た
。
受
賞

作
品
を
広
報
誌
に
掲
載
す
る
と
と
も

に
制
度
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
広
報

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
成
人
式
で
は
国
民
年
金
Ｐ

Ｒ
用
グ
ッ
ズ
・
年
金
啓
発
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
二
〇
歳
に
な
れ

ば
国
民
誰
も
が
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
伝
え
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
は
「
年
金
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
作
品
を

国
民
年
金
Ｐ
Ｒ
用
グ
ッ
ズ
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
の
人
た
ち
に
年
金

制
度
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
年
金
制
度
を
支
え
て

い
く
中
・
高
校
生
に
社
会
保
障
と
し

て
の
年
金
制
度
の
仕
組
み
や
そ
の
重

要
性
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
事

業
は
非
常
に
大
切
で
す
。ポ
ス
タ
ー
、

習
字
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
を
通
し
、
若

者
世
代
が
年
金
制
度
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
、

と
い
う
思
い
で
行
っ
て
い
ま
す
。
社

会
保
険
庁
が
行
っ
て
い
た
年
金
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
に
代
わ
る
事
業
が
な
い

今
、
町
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
、

若
者
に
年
金
制
度
に
つ
い
て
考
え
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ

け
年
金
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
今
、
学
習
す
る
機
会
を
設
け
る
こ

と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
年
金
の
仕
組
み
や
基
本
的
理
念
に

つ
い
て
興
味
、
関
心
を
も
っ
て
も
ら

う
こ
と
は
、
納
付
率
の
向
上
と
と
も

に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
自
分
が
誰

か
の
た
め
に
役
立
ち
、
い
ず
れ
自
分

も
誰
か
に
支
え
て
も
ら
う
と
い
う
年

金
制
度
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
こ
と

は
、『
自
分
は
ひ
と
り
で
生
活
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
』
と
い
う
こ
と

を
学
び
、
若
者
が
人
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
も
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
年
金
制
度
は
老
後

の
年
金
だ
け
で
な
く
、
も
し
も
の
障

害
年
金
、
遺
族
年
金
の
保
障
に
も
備

え
て
い
る
の
で
、
年
金
制
度
に
つ
い

て
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

法
定
受
託
事
務
以
外
に
も
日

常
業
務
に
お
け
る
町
独
自
の

取
組
み
は
あ
り
ま
す
か
。
ま

た
、
厚
生
労
働
省
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
に
希
望
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
住
所
の
変
更
時(

転
入
・
転
出
・

転
居)

や
社
会
保
険
の
加
入
・
離
脱

時
の
手
続
き
来
庁
時
に
可
搬
型
窓
口

装
置
を
活
用
し
、
納
付
の
勧
奨
や
口

座
振
替
の
推
進
、免
除
制
度
の
説
明
、

す
べ
て
の
記
録
の
点
検
を
行
い
、
お

一
人
お
ひ
と
り
に
的
確
な
事
務
処
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
管
轄
の
年
金
事

務
所
が
遠
方
の
た
め
、
厚
生
年
金
、

国
民
年
金
す
べ
て
の
裁
定
請
求
に
つ

い
て
の
相
談(

老
齢
・
障
害
・
遺
族
・

未
支
給)

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
可
搬
型
窓
口
装
置
を
活
用

し
、
年
金
記
録
問
題
の
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
〇
年
五
月

～
二
二
年
一
一
月
ま
で
に
可
搬
型

窓
口
装
置
を
用
い
て
相
談
し
た
件

数
は
、
人
口
二
万
四
千
人
の
う
ち
、

二
千
七
百
件
。
そ

の
う
ち
記
録
訂
正

を
行
っ
た
件
数
は

三
百
件
を
上
回
り

ま
し
た
。
死
亡
の

場
合
、
配
偶
者
の

状
況
な
ど
も
含

め
、
す
べ
て
の
記

録
を
確
認
し
ま

す
。
そ
の
後
の
記

号
番
号
登
録
、
裁

定
請
求
も
含
め
、

遠
く
の
年
金
事
務

所
ま
で
足
を
運
ぶ

必
要
は
な
く
、
町

民
の
利
便
性
は
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
各
地
域
局
の
窓
口
担
当
者

が
共
通
認
識
を
持
つ
た
め
に
、
ひ
と

月
に
一
回
程
度
の
年
金
勉
強
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
旧
社
会
保
険
事
務

局
主
催
の
研
修
会
や
年
金
事
務
所
単

位
の
意
見
交
換
会
な
ど
に
代
わ
る
も

の
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
町
民
に
も
っ

と
も
身
近
な
場
所
で
国
民
年
金
の
業

務
を
担
う
市
町
村
の
年
金
担
当
者
レ

ベ
ル
や
士
気
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま

す
。
少
な
く
と
も
新
任
研
修
、
一
般

研
修
や
近
隣
市

町
と
の
事
務
事

業
の
確
認
を
含

め
た
意
見
交
換

な
ど
を
年
金
事

務
所
主
催
で
開

催
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

現
在
の
業
務
の

流
れ
で
は
、
年

金
事
務
所
と
日

本
年
金
機
構
の

責
任
の
所
在
が

あ
い
ま
い
で
、

研
修
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
つ
い

て
も
き
め
細
や

か
な
体
制
が
構

築
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
収
納
事
務
は
年
金
制
度
の

核
と
な
る
も
の
で
す
。
そ
の
も
っ
と

も
大
切
な
仕
事
を
「
官
か
ら
民
へ
」

と
い
う
流
れ
や
「
費
用
対
効
果
」
な

ど
を
理
由
に
民
間
に
任
せ
て
し
ま
っ

て
本
当
に
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
民

間
は
、利
潤
の
追
求
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
前
提
に
お
い
て
は
多
可
町
の
よ

う
な
町
は
ど
う
し
て
も
二
の
次
に
さ

れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
未
納
者
に

意
味
な
く
督
促
し
て
も
収
納
率
は
上

げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
誠
実
に
年
金
制
度

を
説
明
し
、
理
解
し
て
も
ら
う
中
で

初
め
て
納
付
意
欲
が
生
ま
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
民
間

企
業
で
は
困
難
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　
収
納
事
務
が
国
に
移
管
し
て
し
ま

っ
た
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
協
力
・

連
携
事
業
に
全
力
で
取
組
み
、
誰
も

が
年
金
を
受
給
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小牧副課長（左）と大西さん（右）

新成人に配布する年金啓発用グッズ

年金コンクール最優秀賞受賞作品。下記の年金啓発用グ
ッズのパッケージにも採用されている

優秀賞受賞作品（中学3年生）優秀賞受賞作品（中学1年生）
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武
雄
フ
ァ
ミ
リ
ー
『
Ｔ
Ｋ
Ｏ
37
』
は

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
＆
ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ

03

副
所
長

　
中
村
好
宏
（
な
か
む
ら
よ
し
ひ

ろ
）
副
所
長
は
、
機
構
発
足
後
の
一

年
を
振
り
返
り
、「
機
構
発
足
当
初

は
業
務
繁
忙
や
シ
ス
テ
ム
刷
新
も
あ

っ
て
、
混
乱
し
て
い
た
の
も
事
実
で

す
。
し
か
し
、
規
模
が
小
さ
い
事
務

所
だ
け
に
ま
だ
よ
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」
と
語
る
。
そ
し
て
、
そ
の

よ
う
な
な
か
に
あ
っ
て
も
、
所
長
が

明
る
く
て
、
話
が
し
や
す
い
の
で
大

い
に
助
か
っ
た
と
い
う
。

　
人
材
育
成
と
い
う
副
所
長
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
を
果
た
す
べ
く
、「
お

客
様
か
ら
相
談
し
て
よ
か
っ
た
な
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
、
職
員
一
人
一
人
が

専
門
的
な
知
識
だ
け
で
な
く
、
全
般

的
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
な
職
場
を

全
職
員
で
目
指
し
て
行
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
る
。

厚
生
年
金
適
用
調
査
課
長

　
厚
生
年
金
適
用
調
査
課
は
庶
務
的

業
務
を
も
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
相
島
授
一

朗
（
あ
い
し
ま
じ

ゅ
い
ち
ろ
う
）
課

長
は
、
当
初
は
、

庶
務
と
適
用
調

査
と
の
業
務
上

の
切
替
え
に
苦

労
し
た
と
い
う
。

「
庶
務
の
仕
事
は

内
部
的
な
業
務

を
予
定
ど
お
り

に
適
切
に
対
処

す
る
だ
け
で
す
。

金
を
回
収
で
き
、
そ
の
後
は
亡
く
な

る
ま
で
支
給
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て
い
ま
す
。
公
的
年
金
制
度
の
広

報
に
つ
い
て
は
、
受
給
者
に
ば
か
り

目
を
向
け
過
ぎ
る
感
じ
が
し
ま
す
。

し
か
し
、
も
っ
と
被
保
険
者
の
メ
リ

ッ
ト
を
強
調
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」。

　
こ
う
し
た
発
想
の
切
り
替
え
は
渡

邉
所
長
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ

の
現
れ
の
一
つ
で
あ
る
。

　「
日
本
年
金
機
構
は
発
足
し
て
一

年
で
す
が
、
最
初
は
ど
こ
の
組
織
も

混
乱
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で
の

混
乱
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
機
構
本
部
も
ブ
ロ
ッ
ク
本

部
も
聞
く
耳
を
も
ち
、
な
ん
と
か
良

く
し
よ
う
良
く
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
改
善
も
比
較
的
早
い
し
、
や
る

気
で
頑
張
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
の
で
、
日
本
一
良
い
組
織
に

な
る
と
思
い
ま
す
」。

　
常
に
プ
ラ
ス
思
考
で
前
を
向
き
、

け
っ
し
て
あ
き

ら
め
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
す
べ

て
の
分
野
で
成

果
が
出
て
く
る

も
の
と
確
信
し

て
い
る
と
い
う
。

　
渡
邉
所
長
を

中
心
に
武
雄
フ

ァ
ミ
リ
ー
三
七

名
、『
Ｔ
Ｋ
Ｏ

37
』
は
大
き
な

力
を
発
揮
す
る
。

　
武
雄
年
金
事
務
所
の
管
内
に
は
、

武
雄
市
、
鹿
島
市
、
嬉
野
市
の
三
市

と
、
有
田
町
、
大
町
町
、
江
北
町
、

白
石
町
、
太
良
町
の
五
町
が
あ
る
。

　
武
雄
年
金
事
務
所
で
は
、
所
長
以

下
三
七
名
の
職
員
が
働
い
て
い
る
。

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
よ
り
も

全
体
の
一
体
感
が
大
事

　
武
雄
年
金
事
務
所
の
渡
邉
昇
逸

（
わ
た
な
べ
し
ょ
う
い
つ
）
所
長
は
、

民
間
企
業
出
身
の
年
金
事
務
所
長
で

あ
る
。
大
学
卒
業
後
一
八
年
間
大
手

証
券
会
社
に
勤
め
て
い
た
。
証
券
会

社
退
職
後
は
、
千
葉
県
内
の
病
院
で

一
一
年
間
病
院
事
務
の
仕
事
に
従
事

し
た
。
日
本
年
金
機
構
発
足
に
あ
た

り
、
管
理
職
に
応
募
し
て
採
用
さ
れ

た
。
家
族
を
千
葉
に
残
し
、
武
雄
に

は
単
身
赴
任
で
あ
る
。

　
渡
邉
所
長
は
武
雄
事
務
所
の
所
長

に
就
任
す
る
に
あ
た
っ
て
次
の
よ
う

な
気
持
ち
で
臨
ん
だ
と
い
う
。

　「
年
金
記
録
問
題
以
来
、
職
員
の

人
た
ち
は
元
気
が
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

　
そ
の
な
か
で
最
も
効
果
的
な
の
が

昨
年
の
四
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
業

務
日
報
で
あ
る
。「
業
務
日
報
は
、

提
案
し
て
か
ら
実
施
に
移
る
ま
で
二

か
月
か
か
り
ま
し
た
が
、
始
ま
っ
て

し
ま
う
と
、
全
員
ま
じ
め
に
正
直
に

気
持
ち
を
書
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
、
二
時
間
く
ら
い
か
け
て

毎
日
ま
じ
め
に
コ
メ
ン
ト
の
記
入
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
が
書
け
ば
、
必

ず
職
員
も
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
毎

日
書
い
て
く
れ
ま
す
」
と
い
う
。

　
渡
邉
所
長
の
考
え
方
の
基
本
は
、

プ
ラ
ス
思
考
で
前
向
き
に
、
明
る
く

元
気
に
働
き
、
け
っ
し
て
あ
き
ら
め

な
い
こ
と
で
あ
る
。「
何
事
も
気
の

持
ち
よ
う
で
変
わ
り
ま
す
。
良
い
方

向
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
＆

ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
で
い
け
ば
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
必
ず
上
が
る
も
の

で
す
」。

　
三
七
名
の
全
職
員
が
武
雄
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
し
て
一
体
と
な
る
『
Ｔ
Ｋ
Ｏ

37
』
と
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
に
裏

打
ち
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

年
金
制
度
の
素
晴
ら
し
さ
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き

　
証
券
会
社
出
身
の
所
長
で
あ
る
た

め
か
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
渡
邉
所

長
は
こ
う
語
る
。

　「
証
券
会
社
の
経
験
か
ら
、
国
民

年
金
の
商
品
と
し
て
の
素
晴
ら
し
さ

を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
保
険
料
を
四
八
〇
月
納
め

て
も
、
実
際
に
は
ほ
ぼ
一
〇
年
で
元

適
用
調
査
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
適

用
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
の
事
務
処

理
が
き
ち
ん
と
回
る
よ
う
に
安
定
し

た
加
入
勧
奨
か
ら
総
合
調
査
へ
の
流

れ
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
」
と
い
う
。
そ
し
て
「
未
加
入
事

業
主
の
方
々
に
は
、
適
用
と
い
う
こ

と
が
法
的
な
義
務
な
の
だ
と
い
う
感

覚
が
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
点
の
広
報
が
も
っ
と
必
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」と
述
べ
る
。

厚
生
年
金
徴
収
課
長

　
厚
生
年
金
徴
収
課
の
古
川
貴
徳

（
ふ
る
か
わ
た
か
の
り
）
課
長
は
、

「
事
業
所
に
は
毎
月
発
生
分
の
納
期

内
納
付
の
徹
底
と
、
滞
納
分
に
つ
い

て
は
納
入
計
画
を
立
て
て
い
た
だ

き
、
履
行
厳
守
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
前
年
度
の
差
押
え
件
数
は
約
六

〇
件
あ
り
ま
し
た
。
実
施
の
前
段
階

で
来
所
通
知
や
予
告
な
ど
、
手
順
を

踏
ん
で
実
施
し
ま
し
た
」
と
い
う
。

徴
収
課
長
と
し
て
、「
公
的
年
金
制

度
は
保
険
料
の
納
付
を
前
提
に
成
り

立
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
国
民
の
安

心
と
信
頼
を
約
束
す
る
制
度
の
構
築

の
た
め
に
も
、
公
平
公
正
な
立
場
で

今
後
と
も
適
切
な
対
処
を
し
て
い
き

た
い
で
す
」と
語
る
。

国
民
年
金
課
長

　
国
民
年
金
課
の
百
武
秀
仁（
ひ
ゃ

く
た
け
ひ
で
ひ
と
）課
長
は
、
納
付
率

が
六
〇
％
を
下
回
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
こ
う
述
べ
る
。

　「
市
場
化
テ
ス
ト
を
通
じ
て
の
こ
と

で
す
の
で
、
事
務
所
か
ら
は
細
か
な

情
報
提
供
を
行
っ
て
、
細
や
か
な
督

渡邉所長

武
雄
年
金
事
務
所

私
自
身
は
、
仕
事
は
気
持
で
す
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
職
員

の
一
体
感
の
醸
成
と
士
気
高
揚
が
で

き
れ
ば
、
す
べ
て
業
務
は
う
ま
く
い

く
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
赴
任
し
て

み
る
と
、
職
員
は
み
な
ま
じ
め
で
、

し
っ
か
り
と
聞
く
耳
を
も
ち
、
レ
ベ

ル
は
か
な
り
高
い
と
肌
で
感
じ
ま
し

た
の
で
、
全
体
の
一
体
感
が
あ
れ
ば

も
の
す
ご
い
力
を
発
揮
す
る
も
の
と

思
い
ま
し
た
」。

　
渡
邉
所
長
は
、
民
間
企
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
よ
り
も
、
全
体
の
一
体
感
こ
そ

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
の

き
ず
な
を
大
切
に

　
渡
邉
所
長
は
、
赴
任
当
初
か
ら
、

朝
礼
な
ど
機
会
あ
る
ご
と
に
、「
私

た
ち
は
武
雄
年
金
事
務
所
の
家
族
で

す
。
喜
び
も
苦
し
み
も
み
な
で
分
か

ち
合
い
、
住
民
の
た
め
に
最
高
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
し
ょ
う
」
と
言

い
続
け
て
き
た
。
渡
邉
所
長
は
、
全

職
員
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
く
て
、
職
員

の
誕
生
日
に
は
臨
時
朝
礼
を
開
き
、

誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
っ
て
、
み

な
で
お
祝
い
し
て
い
る
。
職
員
か
ら

お
客
様
目
線
で
の
提
案
が
あ
っ
た
場

合
に
は
ど
ん
ど
ん
実
行
す
る
と
と
も

に
、
職
員
に
は
全
員
の
面
接
を
実
施

し
、
不
安
に
思
う
こ
と
な
ど
を
積
極

的
に
聞
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

年金事務所
　
今
回
訪
問
し
た
年
金
事
務
所
は
佐
賀
県
武
雄
市
に
あ
る
武
雄
年
金
事
務
所
で
あ
る
。

　
佐
賀
県
に
は
、佐
賀
、唐
津
、武
雄
の
三
つ
の
年
金
事
務
所
が
あ
る
。武
雄
市
と
い
え
ば
、一
三
〇
〇
年
の
歴
史
を

も
つ
武
雄
温
泉
で
有
名
な
温
泉
町
で
あ
る
と
と
も
に
、焼
物
で
有
名
な
唐
津
市
、伊
万
里
市
、有
田
町
と
も
隣
接
し

て
、焼
物
業
が
盛
ん
な
町
で
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
窯
元
が
存
在
し
て
い
る
。

「
相
談
し
て
よ
か
っ
た
」と
い
う

 

対
応
を
全
職
員
で

促
を
実
施
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
、

と
い
う
の
が
率
直
な
思
い
で
す
」。

　
市
場
化
テ
ス
ト
の
業
者
と
は
、
事

務
セ
ン
タ
ー
で
月
一
回
定
例
会
議
を

行
っ
て
い
る
が
、
国
民
年
金
推
進
員

経
験
者
を
活
用
す
る
な
ど
の
対
策
を

講
じ
て
い
る
と
い
う
。

　
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
、「
国
民

年
金
の
被
保
険
者
の
目
線
に
立
っ
て

制
度
の
説
明
等
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
不
信
感
を
払
拭
さ
せ

て
、
対
前
年
比
の
納
付
率
が
マ
イ
ナ

ス
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
で
す
」と
話
す
。

お
客
様
相
談
室
長

　
お
客
様
相
談
室
で
は
、
待
ち
時
間

が
三
〇
分
を
超
え
な
い
よ
う
に
工
夫

を
し
て
い
る
。
相
良
幾
久
美
（
さ
が

ら
い
く
み
）
室
長
は
、「
相
談
に
は
常

時
三
人
が
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
お

客
様
が
三
人
以
上
待
つ
こ
と
と
な
っ

た
と
き
に
は
室
内
の
他
の
職
員
に
応

援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
」と
い
う
。

来
所
相
談
の
ほ
か
に
も
、
有
田
町
と

鹿
島
市
で
そ
れ
ぞ
れ
月
二
回
、
予
約

制
の
出
張
相
談
を
行
っ
て
お
り
、
職

員
を
派
遣
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
老

健
施
設
等
で
亡
く
な
る
人
が
増
え
て

い
る
昨
今
、
管
内
で
五
〇
名
以
上
収

容
し
て
い
る
老
健
施
設
へ
出
向
い

て
、
そ
の
施
設
の
職
員
を
対
象
に
、

亡
く
な
っ
た
人
の
家
族
の
た
め
の
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
目
の
前
の
仕
事
も
大
事
で
す
が
、

一
歩
二
歩
前
を
見
た
仕
事
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
老
健
施
設
の
職
員
向

け
の
相
談
も
、
今
後
は
も
っ
と
収
容

規
模
の
小
さ
い
施
設
を
対
象
に
し
て

進
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
所
長

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
を
体
現

し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
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平
成
22
年
度
と
23
年
度
の
年
金
額
の
比
較

国
民
年
金
基
金
と
確
定
申
告

国
民
年
金
基
金
で
は
、
加
入
者

（
掛
金
）
お
よ
び
受
給
者
（
給
付
）
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
税
制
上
の
優
遇

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
月

一
六
日
か
ら
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま

す
。
確
定
申
告
に
あ
た
っ
て
、
国
民

年
金
基
金
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
掛
金
に
対
す
る
優
遇
措
置

国
民
年
金
基
金
の
掛
金
は
、
税
制

上
、
そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、
一
般
の
個
人
年
金
で
は
、
所
得

税
で
最
高
年
五
万
円
（
住
民
税
で
最

高
年
三
・
五
万
円
）
が
所
得
控
除
さ

れ
る
だ
け
で
す
。

確
定
申
告
の
際
、「
社
会
保
険
料

控
除
証
明
書
」
を
添
付
し
て
所
得
控

除
の
申
請
を
す
る
と
、
国
民
年
金
基

金
の
掛
金
額
分
の
所
得
が
控
除
さ

れ
、
所
得
税
や
住
民
税
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
掛
金
額
が
実

質
的
に
安
く
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
年
間
の
掛
金
額
に

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
合
算
税

率
を
か
け
た
額
が
減
税
額
相
当
と
な

り
、
年
間
の
掛
金
額
か
ら
こ
の
減
税

額
相
当
を
差
し
引
い
た
額
が
、
実
質

掛
金
額
と
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
男
子
で
三
五
歳
〇
月

で
一
口
め
の
Ａ
型
に
加
入
し
た
場
合

の
掛
金
に
つ
い
て
み
て
み
ま
す
。

男
子
で
三
五
歳
〇
月
で
加
入
し

た
一
口
め
Ａ
型
の
掛
金
月
額
は
、
一

一
、
七
四
〇
円
で
す
。
年
間
の
掛
金

額
は
一
四
〇
、
八
八
〇
円
と
な
り
ま

す
。
こ
の
人
の
課
税
所
得
金
額
（
総

所
得
金
額
か
ら
各
種
控
除
額
を
控
除

し
た
額
）
が
、
仮
に
三
〇
〇
万
円
で

あ
る
と
す
る
と
、
所
得
税
と
住
民
税

の
合
算
税
率
は
二
〇
％
と
な
り
ま
す

の
で
、（140,880

円
－
140,880

円
×
20%

）÷
12
月

＝9,392

円

と
な
り
、
実
質
掛
金
額
は
月
額

九
、
三
九
二
円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
人
の
課
税
所
得
金
額

が
、
仮
に
五
〇
〇
万
円
で
あ
る
と
す

る
と
、
所
得
税
と
住
民
税
の
合
算

税
率
は
三
〇
％
と
な
り
ま
す
の
で
、

（140,880
円
－
140,880

円
×

30%

）÷
12
月

＝8,218
円

と

な
り
、
実
質
掛
金
額
は
月
額
八
、
二

一
八
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
世
帯
主
が
、
生
計
を
同
一

に
し
て
い
る
配
偶
者
、
親
族
の
た
め

に
支
払
っ
た
掛
金
も
、
世
帯
主
自
身

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
る
の
に
必
要
な

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
は
、
毎

年
一
一
月
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
給
付
に
対
す
る
優
遇
措
置

国
民
年
金
基
金
か
ら
支
給
さ
れ
る

年
金
は
、
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な

ど
の
年
金
と
と
も
に
、
雑
所
得
と
し

て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す（
た
だ
し
、

遺
族
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
非
課
税

と
な
り
ま
す
）。

こ
れ
ら
の
公
的
年
金
は
、
税
制

上
、
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な

り
、
年
金
の
収
入
金
額
か
ら
公
的
年

金
等
控
除
額
を
差
し
引
い
た
金
額
が

雑
所
得
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
公

的
年
金
等
に
該
当
し
な
い
一
般
の
個

人
年
金
に
は
、
こ
の
よ
う
な
控
除
が

な
い
た
め
、
年
金
額
が
単
な
る
雑
所

得
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

六
五
歳
未
満
の
人
の
場
合
、
公
的

年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
七

〇
万
円
以
下
の
場
合
に
は
所
得
金
額

は
〇
円
と
な
り
、
六
五
歳
以
上
の
人

の
場
合
、
一
二
〇
万
円
以
下
の
場
合

に
は
所
得
金
額
は
〇
円
と
な
り
ま

す
。国

民
年
金
基
金
の
年
金
額
が
一
定

額
以
上
の
人
に
は
、
各
支
払
月
に
支

払
わ
れ
る
年
金
額
か
ら
所
得
税
が
源

泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

六
〇
歳
以
上
の
人
で
一
〇
八
万
円
以

上
の
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
、
ま

た
六
五
歳
以
上
の
人
で
八
〇
万
円
以

上
の
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
に
は
、
毎
年
一

月
に
、
前
年
の
一
月
か
ら
一
二
月
ま

で
支
給
さ
れ
た
年
金
額
と
源
泉
徴
収

額
が
記
載
さ
れ
た
「
源
泉
徴
収
票
」

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
以
外
か
ら
の
年
金

を
受
け
て
い
る
人
や
給
与
所
得
が
あ

る
人
は
、
確
定
申
告
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
確
定
申
告
を
す
る
際
に
は
、

「
源
泉
徴
収
票
」
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
源
泉
徴

収
票
」
の
再
交
付
を
希
望
す
る
と
き

は
、「
国
民
年
金
基
金
源
泉
徴
収
票

再
交
付
申
請
書
」
を
提
出
す
れ
ば
、

「
源
泉
徴
収
票
」
を
再
交
付
し
て
も

ら
え
ま
す
。

※ 

所
得
税
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
二
三
年
度
は
、
平
成
一
八
年

度
以
来
五
年
ぶ
り
の
年
金
額
の
改
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

年
金
額
は
平
成
一
六
年
の
法
律
改

正
に
よ
っ
て
改
定
さ
れ
た
が
、
こ
の

平
成
一
六
年
改
正
価
格
と
一
六
年
改

正
前
の
「
従
前
額
」
と
を
比
較
し
て
、

ど
ち
ら
か
高
額
な
ほ
う
の
年
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

平
年
一
六
年
一
〇
月
以
後
、
引
き

続
い
て
「
従
前
額
」
が
支
給
さ
れ
て

い
る
が
、
平
成
二
三
年
度
に
お
い
て

も
こ
の
従
前
額
に
よ
る
年
金
が
支
給

さ
れ
る
。

●
二
三
年
度
の
年
金
額
は

　
〇
・
四
％
の
引
下
げ
に

た
だ
し
、
こ
の
従
前
額
で
は
、
一

年
間
の
物
価
指
数
（
全
国
消
費
者
物

価
指
数
）
が
上
昇
し
た
と
き
に
は
改

定
さ
れ
ず
、
物
価
が
下
落
し
た
と
き

に
の
み
、
翌
年
度
か
ら
減
額
改
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

平成 12 年法定
価格

平成 18 ～ 22 年
度までの価格

平成 23 年度
価格

物価スライド率 ── 0.985 0.981

老齢基礎年金、２
級の障害基礎年金、
遺族基礎年金の基
本額

804,200 円 792,100 円 788,900 円

１級の障害基礎年金 1,005,300 円 990,100 円 986,100 円

配 偶 者、 第 １ 子・
第 ２ 子 の 加 算 額、
加給年金額

231,400 円 227,900 円  227,000 円

第３子以降の加算
額、加給年金額 77,100 円 75,900 円 75,600 円

老齢厚生年金の配
偶者加給年金額の
特別加算（受給権
者の生年月日に応
じて）

34,100 円～
170,700 円

33,600 円～
168,100 円

33,500 円～
167,500 円

●主な年金額（年額）の改定の推移

平
成
二
二
年
の
物
価
指
数
は
前
年

に
比
べ
て
〇
・
七
％
の
下
落
と
な
っ

た
。
た
だ
し
、
前
回
の
年
金
額
改
定

の
基
準
と
な
る
平
成
一
七
年
の
物
価

の
基
準
に
比
べ
て
〇
・
四
％
の
下
落

と
な
る
た
め
、
平
成
二
三
年
度
の
年

金
額
は
、
前
年
度
ま
で
に
比
べ
〇
・

四
％
の
引
下
げ
と
な
っ
た
。
そ
の
結

果
、
平
成
二
三
年
度
の
物
価
ス
ラ
イ

ド
率
は
前
年
度
ま
で
の
〇
・
九
八
五

か
ら
〇
・
九
八
一
と
な
っ
た
。

ま
た
、
平
成
二
三
年
度
の
老
齢
基

礎
年
金
の
額
等
は
、
平
成
一
二
年
法

定
価
格
に
〇
・
九
八
一
の
物
価
ス
ラ

イ
ド
率
を
乗
じ
て
一
〇
〇
円
で
四
捨

五
入
し
て
算
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
老
齢
基

礎
年
金
の
場
合
、80,4200

円
×

0.981
≒
788,900

円

と
な
る
。

な
お
、
一
級
の
障
害
基
礎
年
金
の

額
は
、
二
級
の
障
害
基
礎
年
金
の
額

を
一
・
二
五
倍
し
た
額
を
百
円
で
四

捨
五
入
し
て
算
出
さ
れ
る
。

ご職業ごとに加入できる職能型もあります。 
くわしくはホームページをご覧ください。 

◎掛金は全額所得控除。
◎掛金は自由に設定。
　※口数単位での設定になります。また、途中での変更も
　　可能です。

◎基本は終身年金。だから、一生涯お受取り。
◎万が一の時にはご家族に一時金も。
　※年金受給前または保証期間内にお亡くなりになった場合。
　　（Ｂ型を除きます。）

ご相談・お問い合わせ・資料請求は──

0120-65-4192
フリーダイヤル

※地域によっては携帯電話からはつながらない場合があります。

 ロ ー ゴ    ヨ  イ  ク  ニ

自営業者の方にもサラリーマンなみの老後保障を。

国民年金にゆとりをプラス。
　自分で入る公的な個人年金。

老後までラク

今
の
わ
た
し
に
、

未
来
の
わ
た
し
に
。

老後までトク 老後からラク

貫地谷しほり
2009年

 加入しました！
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別表第一（第二条第一項関係）〔１年間の保険料を前納する場合〕 別表第二（第二条第一項関係）〔６月間の保険料を前納する場合〕

別表第三（第二条第二項関係）〔平成24年３月までの期間のすべての保険料を前納する場合〕

前納する月

前　納　額

前納する月

前　納　額
円

191,560

3  月 4  月 5  月 6  月 7  月 8  月 9  月 10  月 11  月 12  月 1  月 2  月

平成24年平成23年

3  月

円
177,040

円
162,550

円
148,010

円
133,430

円
118,800

円
104,120

円
89,390

円
74,610

円
59,790

円
44,910

円
29,990

円
15,020

平成23年４月

177,040円

前納する月

前　納　額

平成23年４月から平成23年10月までの月

89,390円

別表第五（第二条第三項関係）〔平成24年３月までの間に法附則第５条第６項第１号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するまでの
すべての期間の保険料を前納する場合〕

法第９条第３号該当により資格喪失する者の
生年月日

資格喪失
予定年月

円
15,100

30,070

44,990

59,870

74,690

89,470

104,200

118,880

133,510

148,090

162,630

177,120

円
―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

148,010

162,550

円
―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

148,010

円
―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

円
―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

円
―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

円
―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

円
―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

円
―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

前　　納　　す　　る　　月
平成23年 平成24年

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

別表第四（第二条第三項関係）〔平成24年３月までの間に法第９条第３号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するまでのすべての期
間の保険料を前納する場合〕

４ 月

７ 月

６ 月

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

１ 月

２ 月

３ 月

平 

　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

昭和26年４月２日から昭和26年５月１日までに生まれ
た者

昭和26年６月２日から昭和26年７月１日までに生まれ
た者

５ 月 昭和26年５月２日から昭和26年６月１日までに生まれ
た者

昭和26年７月２日から昭和26年８月１日までに生まれ
た者
昭和26年８月２日から昭和26年９月１日までに生まれ
た者
昭和26年９月２日から昭和26年10月１日までに生まれ
た者
昭和26年10月２日から昭和26年11月１日までに生まれ
た者
昭和26年11月２日から昭和26年12月１日までに生まれ
た者
昭和26年12月２日から昭和27年１月１日までに生まれ
た者
昭和27年１月２日から昭和27年２月１日までに生まれ
た者
昭和27年２月２日から昭和27年３月１日までに生まれ
た者
昭和27年３月２日から昭和27年４月１日までに生まれ
た者

法附則第５条第６項第１号該当により資格喪
失する者の生年月日

資格喪失
予定年月

円
15,100

30,070

44,990

59,870

74,690

89,470

104,200

118,880

133,510

148,090

162,630

177,120

円
―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

148,010

162,550

円
―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

148,010

円
―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

円
―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

円
―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

円
―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

円
―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

円
―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

前　　納　　す　　る　　月
平成23年 平成24年

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

４ 月

７ 月

６ 月

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

１ 月

２ 月

３ 月

平 

　
成 
　
23
　 

年

平
成
24
年

昭和21年４月２日から昭和21年５月１日までに生まれ
た者

昭和21年６月２日から昭和21年７月１日までに生まれ
た者

５ 月 昭和21年５月２日から昭和21年６月１日までに生まれ
た者

昭和21年７月２日から昭和21年８月１日までに生まれ
た者
昭和21年８月２日から昭和21年９月１日までに生まれ
た者
昭和21年９月２日から昭和21年10月１日までに生まれ
た者
昭和21年10月２日から昭和21年11月１日までに生まれ
た者
昭和21年11月２日から昭和21年12月１日までに生まれ
た者
昭和21年12月２日から昭和22年１月１日までに生まれ
た者
昭和22年１月２日から昭和22年２月１日までに生まれ
た者
昭和22年２月２日から昭和22年３月１日までに生まれ
た者
昭和22年３月２日から昭和22年４月１日までに生まれ
た者

前　　納　　す　　る　　月
平成23年 平成24年

円
15,100

30,070

44,990

59,870

74,690

89,470

104,200

118,880

133,510

148,090

162,630

177,120

3月
円
―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

148,010

162,550

4月
円
―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

148,010

5月
円
―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

6月
円
―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

7月
円
―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

8月
円
―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

9月
円
―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

10月
円
―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

11月
円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

12月
円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

1月
円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

2月

４　月

７　月

６　月

５　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

別表第六（第二条第三項関係）〔平成24年３月までの間に法附則第５条第６項第４号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するまでの
すべての期間の保険料を前納する場合〕

法附則第５条第６項第４号該当により資格喪失する者の資
格喪失予定年月

平 

　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

国民年金保険料の前納額は予定額です。告示後に変更がある場合は、年金広報3月号にてお知らせします。
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平成６年改正法附則第11条第７項第４号該当
により資格喪失する者の生年月日

資格喪失
予定年月

前　　納　　す　　る　　月
平成23年 平成24年

円
15,100

30,070

44,990

59,870

74,690

89,470

104,200

118,880

133,510

148,090

162,630

177,120

3月
円
―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

148,010

162,550

4月
円
―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

148,010

5月
円
―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

6月
円
―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

7月
円
―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

8月
円
―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

9月
円
―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

10月
円
―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

11月
円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

12月
円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

1月
円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

円
15,100

30,070

44,990

59,870

74,690

89,470

104,200

118,880

133,510

148,090

162,630

177,120

円
―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

148,010

162,550

円
―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

148,010

円
―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

133,430

円
―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

118,800

円
―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

104,120

円
―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

89,390

円
―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

74,610

円
―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

59,790

円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

44,910

円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

29,990

円
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

15,020

2月

４　月

７　月

６　月

５　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

平成６年改正法附則第11条第７項第３号該当により資格喪
失する者の資格喪失予定年月

平 

　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

別表第七（第二条第三項関係）〔平成24年３月までの間に平成６年改正法附則第11条第７項第３号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪
失するまでのすべての期間の保険料を前納する場合〕

前　　納　　す　　る　　月
平成23年 平成24年

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

別表第八（第二条第三項関係）〔平成24年３月までの間に平成６年改正法附則第11条第７項第４号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪
失するまでのすべての期間の保険料を前納する場合〕

４ 月

７ 月

６ 月

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

１ 月

２ 月

３ 月

平 

　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

昭和16年４月２日から昭和16年５月１日までに生まれ
た者

昭和16年６月２日から昭和16年７月１日までに生まれ
た者

５ 月 昭和16年５月２日から昭和16年６月１日までに生まれ
た者

昭和16年７月２日から昭和16年８月１日までに生まれ
た者
昭和16年８月２日から昭和16年９月１日までに生まれ
た者
昭和16年９月２日から昭和16年10月１日までに生まれ
た者
昭和16年10月２日から昭和16年11月１日までに生まれ
た者
昭和16年11月２日から昭和16年12月１日までに生まれ
た者
昭和16年12月２日から昭和17年１月１日までに生まれ
た者
昭和17年１月２日から昭和17年２月１日までに生まれ
た者
昭和17年２月２日から昭和17年３月１日までに生まれ
た者
昭和17年３月２日から昭和17年４月１日までに生まれ
た者

別表第九（第三条第一項関係）〔６月間の四分の三保険料を前納する場合〕

別表第十一（第三条第二項関係）〔平成24年３月までの期間のすべての四分の三保険料を前納する場合〕

前納する月

前　納　額
円

100,120

7  月
円

89,140

8  月
円

78,120

9  月
円

67,070

10  月
円

55,980

11  月
円

44,860

12  月
円

33,700

1  月
円

22,500

2  月
円

11,270

3  月

平成24年平成23年

前納する月

前　納　額
円

44,920

3　月
円

 33,700

4　月
円

22,500

5　月
円

11,270

6　月

平成23年前納する月

前　納　額

平成23年７月から平成23年10月までの月

67,070円

別表第十（第三条第二項関係）〔平成23年６月までの期間のすべての四分の三保険料
を前納する場合〕

前　　納　　す　　る　　月
平成23年 平成24年

円
―

―

―

―

―

―

―

11,270

2月
円
―

―

―

―

―

―

11,270

22,500

1月
円
―

―

―

―

―

11,270

22,500

33,700

12月
円
―

―

―

―

11,270

22,500

33,700

44,860

11月
円
―

―

―

11,270

22,500

33,700

44,860

55,980

10月
円
―

―

11,270

22,500

33,700

44,860

55,980

67,070

9月
円
―

11,270

22,500

33,700

44,860

55,980

67,070

78,120

8月
円

11,270

22,500

33,700

44,860

55,980

67,070

78,120

89,140

7月

平
成
23
年

平
成
24
年

別表第十三（第三条第三項関係）〔平成24年３月までの間に法第９条第３号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するまでのすべての
四分の三保険料を前納する場合〕

法第９条第３号該当により資格喪失する者の生年月日
資格喪失
予定年月

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

１ 月

２ 月

３ 月

昭和26年８月２日から昭和26年９月１日までに生まれた者

昭和26年９月２日から昭和26年10月１日までに生まれた者

昭和26年10月２日から昭和26年11月１日までに生まれた者

昭和26年11月２日から昭和26年12月１日までに生まれた者

昭和26年12月２日から昭和27年１月１日までに生まれた者

昭和27年１月２日から昭和27年２月１日までに生まれた者

昭和27年２月２日から昭和27年３月１日までに生まれた者

昭和27年３月２日から昭和27年４月１日までに生まれた者

前　納　す　る　月
平成23年

円
̶

̶

̶

11,270

6月
円
̶

̶

11,270

22,500

5月
円
̶

11,270

22,500

33,700

4月
円

11,300

 22,560

33,760

44,920

3月

平
成
23
年

別表第十二（第三条第三項関係）〔平成23年７月までの間に法第９条第３号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該
規定に該当して資格喪失するまでのすべての四分の三保険料を前納する場合〕

法第９条第３号該当により資格喪失する者の生年月日
資格喪失
予定年月

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

昭和26年４月２日から昭和26年５月１日までに生まれた者

昭和26年５月２日から昭和26年６月１日までに生まれた者

昭和26年６月２日から昭和26年７月１日までに生まれた者

昭和26年７月２日から昭和26年８月１日までに生まれた者
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別表第十四（第四条第一項関係）〔６月間の半額保険料を前納する場合〕

別表第十六（第四条第二項関係）〔平成24年３月までの期間のすべての半額保険料を前納する場合〕

前納する月

前　納　額
円

66,710

7  月
円

59,400

8  月
円

52,060

9  月
円

44,690

10  月
円

37,310

11  月
円

29,890

12  月
円

22,460

1  月
円

15,000

2  月
円

7,510

3  月

平成24年平成23年

前納する月

前　納　額 円
29,930

3　月
円

22,460

4　月
円

15,000

5　月
円

7,510

6　月
平成23年前納する月

前　納　額

平成23年７月から平成23年10月までの月

44,690円

別表第十五（第四条第二項関係）〔平成23年６月までの期間のすべての半額保険料を
前納する場合〕

前　　納　　す　　る　　月
平成23年 平成24年

円
―
―

―

―

―

―

―

7,510

2月
円
―
―

―

―

―

―

7,510

  15,000

1月
円
―
―

―

―

―

7,510

  15,000

22,460

12月
円
―
―

―

―

7,510

  15,000

22,460

29,890

11月
円
―
―

―

7,510

  15,000

22,460

29,890

37,310

10月
円
―
―

7,510

  15,000

22,460

29,890

37,310

44,690

9月
円
―

7,510

  15,000

22,460

29,890

37,310

44,690

52,060

8月
円

7,510

15,000

22,460

29,890

37,310

44,690

52,060

59,400

7月

平
成
23
年

平
成
24
年

別表第十八（第四条第三項関係）〔平成24年３月までの間に法第９条第３号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するまでのすべての
半額保険料を前納する場合〕

法第９条第３号該当により資格喪失する者の生年月日資格喪失
予定年月

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

１ 月

２ 月

３ 月

昭和26年８月２日から昭和26年９月１日までに生まれた者

昭和26年９月２日から昭和26年10月１日までに生まれた者

昭和26年10月２日から昭和26年11月１日までに生まれた者

昭和26年11月２日から昭和26年12月１日までに生まれた者

昭和26年12月２日から昭和27年１月１日までに生まれた者

昭和27年１月２日から昭和27年２月１日までに生まれた者

昭和27年２月２日から昭和27年３月１日までに生まれた者

昭和27年３月２日から昭和27年４月１日までに生まれた者

前　納　す　る　月
平成23年

円
̶

̶

̶

7,510

6月
円
̶

̶

7,510

 15,000

5月
円
̶

7,510

 15,000

22,460

4月
円

7,550

 15,040

22,500

29,930

3月

平
成
23
年

別表第十七（第四条第三項関係）〔平成23年７月までの間に法第９条第３号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該
規定に該当して資格喪失するまでのすべての半額保険料を前納する場合〕

法第９条第３号該当により資格喪失する者の生年月日資格喪失
予定年月

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

昭和26年４月２日から昭和26年５月１日までに生まれた者

昭和26年５月２日から昭和26年６月１日までに生まれた者

昭和26年６月２日から昭和26年７月１日までに生まれた者

昭和26年７月２日から昭和26年８月１日までに生まれた者

前　納　す　る　月
平成23年

円
̶

̶

̶

3,760

6月
円
̶

̶

3,760

 7,510

5月
円
̶

3,760

 7,510

11,240

4月
円

3,780

 7,530

11,260

14,990

3月

平
成
23
年

別表第二十二（第五条第三項関係）〔平成23年７月までの間に法第９条第３号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当
該規定に該当して資格喪失するまでのすべての四分の一保険料を前納する場合〕

法第９条第３号該当により資格喪失する者の生年月日資格喪失
予定年月

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

昭和26年４月２日から昭和26年５月１日までに生まれた者

昭和26年５月２日から昭和26年６月１日までに生まれた者

昭和26年６月２日から昭和26年７月１日までに生まれた者

昭和26年７月２日から昭和26年８月１日までに生まれた者

別表第二十一（第五条第二項関係）〔平成24年３月までの期間のすべての四分の一保険料を前納する場合〕

前納する月

前　納　額
円

33,400

7  月
円

29,740

8  月
円

26,060

9  月
円

22,380

10  月
円

18,680

11  月
円

14,970

12  月
円

11,240

1  月
円

7,510

2  月
円

3,760

3  月
平成24年平成23年

別表第十九（第五条第一項関係）〔６月間の四分の一保険料を前納する場合〕

前納する月

前　納　額 円
14,990

3　月
円

11,240

4　月
円

7,510

5　月
円

3,760

6　月
平成23年前納する月

前　納　額

平成23年７月から平成23年10月までの月

22,380円

別表第二十（第五条第二項関係）〔平成23年６月までの期間のすべての四分の一保険
料を前納する場合〕

前　　納　　す　　る　　月
平成23年 平成24年

円
―
―

―

―

―

―

―

3,760

2月
円
―
―

―

―

―

―

3,760

7,510

1月
円
―
―

―

―

―

3,760

7,510

11,240

12月
円
―
―

―

―

3,760

7,510

11,240

14,970

11月
円
―
―

―

3,760

7,510

11,240

14,970

18,680

10月
円
―
―

3,760

7,510

11,240

14,970

18,680

22,380

9月
円
―

3,760

7,510

11,240

14,970

18,680

22,380

26,060

8月
円

3,760

7,510

11,240

14,970

18,680

22,380

26,060

 29,740

7月

平
成
23
年

平
成
24
年

別表第二十三（第五条第三項関係）〔平成24年３月までの間に法第９条第３号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するまでのすべて
の四分の一保険料を前納する場合〕

法第９条第３号該当により資格喪失する者の生年月日資格喪失
予定年月

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

１ 月

２ 月

３ 月

昭和26年８月２日から昭和26年９月１日までに生まれた者

昭和26年９月２日から昭和26年10月１日までに生まれた者

昭和26年10月２日から昭和26年11月１日までに生まれた者

昭和26年11月２日から昭和26年12月１日までに生まれた者

昭和26年12月２日から昭和27年１月１日までに生まれた者

昭和27年１月２日から昭和27年２月１日までに生まれた者

昭和27年２月２日から昭和27年３月１日までに生まれた者

昭和27年３月２日から昭和27年４月１日までに生まれた者

別表第二十四（第六条第一項関係）〔１年間の付加保険料を前納する場合〕

前納する月

前　納　額

平成23年４月

4,710円

別表第二十五（第六条第一項関係）〔６月間の付加保険料を前納する場合〕

前納する月

前　納　額

平成23年４月から平成23年10月までの月

2,380円

前納する月

前　納　額 円
5,100

3  月 4  月 5  月 6  月 7  月 8  月 9  月 10  月 11  月 12  月 1  月 2  月
平成24年平成23年

3  月
円

4,710
円

4,330
円

3,940
円

3,550
円

3,160
円

2,770
円

2,380
円

1,990
円

1,590
円

1,200
円
800

円
400

別表第二十六（第六条第二項関係）〔平成24年３月までの期間のすべての付加保険料を前納する場合〕
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前　　納　　す　　る　　月
平成23年 平成24年

円
400
800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

3,550

3,940

4,330

4,710

3月
円
―
400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

3,550

3,940

4,330

4月
円
―
―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

3,550

3,940

5月
円
―
―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

3,550

6月
円
―
―

―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

7月
円
―
―

―

―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

8月
円
―
―

―

―

―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

9月
円
―
―

―

―

―

―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

10月
円
―
―

―

―

―

―

―

―

400

800

1,200

1,590

11月
円
―
―

―

―

―

―

―

―

―

400

800

1,200

12月
円
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

400

800

1月
円
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

400

2月

平 

　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

別表第二十七（第六条第三項関係）〔平成24年３月までの間に法第９条第３号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するまでのすべて
の期間の付加保険料を前納する場合〕

法第９条第３号該当により資格喪失する者の
生年月日

資格喪失
予定年月

４ 月

７ 月

６ 月

５ 月

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

１ 月

２ 月

３ 月

昭和26年４月２日から昭和26年５月１日までに生まれ
た者
昭和26年５月２日から昭和26年６月１日までに生まれ
た者
昭和26年６月２日から昭和26年７月１日までに生まれ
た者
昭和26年７月２日から昭和26年８月１日までに生まれ
た者
昭和26年８月２日から昭和26年９月１日までに生まれ
た者
昭和26年９月２日から昭和26年10月１日までに生まれ
た者
昭和26年10月２日から昭和26年11月１日までに生まれ
た者
昭和26年11月２日から昭和26年12月１日までに生まれ
た者
昭和26年12月２日から昭和27年１月１日までに生まれ
た者
昭和27年１月２日から昭和27年２月１日までに生まれ
た者
昭和27年２月２日から昭和27年３月１日までに生まれ
た者
昭和27年３月２日から昭和27年４月１日までに生まれ
た者

前　　納　　す　　る　　月
平成23年 平成24年

円
400
800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

3,550

3,940

4,330

4,710

3月
円
―
400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

3,550

3,940

4,330

4月
円
―
―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

3,550

3,940

5月
円
―
―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

3,550

6月
円
―
―

―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

7月
円
―
―

―

―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

8月
円
―
―

―

―

―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

9月
円
―
―

―

―

―

―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

10月
円
―
―

―

―

―

―

―

―

400

800

1,200

1,590

11月
円
―
―

―

―

―

―

―

―

―

400

800

1,200

12月
円
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

400

800

1月
円
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

400

2月

平 

　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

別表第二十八（第六条第三項関係）〔平成24年３月までの間に法附則第５条第６項第１号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するま
でのすべての期間の付加保険料を前納する場合〕

法附則第５条第６項第１号該当により資格喪
失する者の生年月日

資格喪失
予定年月

４ 月

７ 月

６ 月

５ 月

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

１ 月

２ 月

３ 月

昭和21年４月２日から昭和21年５月１日までに生まれ
た者
昭和21年５月２日から昭和21年６月１日までに生まれ
た者
昭和21年６月２日から昭和21年７月１日までに生まれ
た者
昭和21年７月２日から昭和21年８月１日までに生まれ
た者
昭和21年８月２日から昭和21年９月１日までに生まれ
た者
昭和21年９月２日から昭和21年10月１日までに生まれ
た者
昭和21年10月２日から昭和21年11月１日までに生まれ
た者
昭和21年11月２日から昭和21年12月１日までに生まれ
た者
昭和21年12月２日から昭和22年１月１日までに生まれ
た者
昭和22年１月２日から昭和22年２月１日までに生まれ
た者
昭和22年２月２日から昭和22年３月１日までに生まれ
た者
昭和22年３月２日から昭和22年４月１日までに生まれ
た者

前　　納　　す　　る　　月
平成23年 平成24年

４　月 円
400
800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

3,550

3,940

4,330

4,710

７　月

６　月

５　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

3月
円
―
400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

3,550

3,940

4,330

4月
円
―
―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

3,550

3,940

5月
円
―
―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

3,550

6月
円
―
―

―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

3,160

7月
円
―
―

―

―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

2,770

8月
円
―
―

―

―

―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

2,380

9月
円
―
―

―

―

―

―

―

400

800

1,200

1,590

1,990

10月
円
―
―

―

―

―

―

―

―

400

800

1,200

1,590

11月
円
―
―

―

―

―

―

―

―

―

400

800

1,200

12月
円
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

400

800

1月
円
―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

400

2月

平 

　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

別表第二十九（第六条第三項関係）〔平成24年３月までの間に法附則第５条第６項第４号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するま
でのすべての期間の付加保険料を前納する場合〕

法附則第５条第６項第４号該当により資格喪失する者の資
格喪失予定年月

円
14,970

29,890

44,770

59,590

74,370

89,100

103,780

118,410

132,990

147,530

162,020

円
―

―

―

―

―

―

14,970

29,890

44,770

59,590

74,370

前　　納　　す　　る　　月
平成23年

５ 月

７ 月

６ 月

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

１ 月

２ 月

３ 月

4月 10月

平 

　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

別表第三十二（第七条第二項関係）〔平成24年３月までの間に法第９条第３号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するまでのすべて
の期間の保険料を口座振替で前納する場合〕

法第９条第３号該当により資格喪失する者の生年月日資格喪失
予定年月

昭和26年５月２日から昭和26年６月１日までに生まれた者

昭和26年６月２日から昭和26年７月１日までに生まれた者

昭和26年７月２日から昭和26年８月１日までに生まれた者

昭和26年８月２日から昭和26年９月１日までに生まれた者

昭和26年９月２日から昭和26年10月１日までに生まれた者

昭和26年10月２日から昭和26年11月１日までに生まれた者

昭和26年11月２日から昭和26年12月１日までに生まれた者

昭和26年12月２日から昭和27年１月１日までに生まれた者

昭和27年１月２日から昭和27年２月１日までに生まれた者

昭和27年２月２日から昭和27年３月１日までに生まれた者

昭和27年３月２日から昭和27年４月１日までに生まれた者

別表第三十（第七条第一項関係）〔１年間の保険料を口座振替で前納する場合〕 別表第三十一（第七条第一項関係）〔６月間の保険料を口座振替で前納する場合〕

前納する月

前　納　額

平成23年４月

176,460円

前納する月

前　納　額

平成23年４月及び平成23年10月

89,100円
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前　　納　　す　　る　　月
平成23年

５ 月

７ 月

６ 月

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

１ 月

２ 月

３ 月

4月 10月

平 

　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

別表第三十三（第七条第二項関係）〔平成24年３月までの間に法附則第５条第６項第１号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するま
でのすべての期間の保険料を口座振替で前納する場合〕

法附則第５条第６項第１号該当により資格喪失する者の生年月日
資格喪失
予定年月

昭和21年５月２日から昭和21年６月１日までに生まれた者

昭和21年６月２日から昭和21年７月１日までに生まれた者

昭和21年７月２日から昭和21年８月１日までに生まれた者

昭和21年８月２日から昭和21年９月１日までに生まれた者

昭和21年９月２日から昭和21年10月１日までに生まれた者

昭和21年10月２日から昭和21年11月１日までに生まれた者

昭和21年11月２日から昭和21年12月１日までに生まれた者

昭和21年12月２日から昭和22年１月１日までに生まれた者

昭和22年１月２日から昭和22年２月１日までに生まれた者

昭和22年２月２日から昭和22年３月１日までに生まれた者

昭和22年３月２日から昭和22年４月１日までに生まれた者

円
14,970

29,890

44,770

59,590

74,370

89,100

103,780

118,410

132,990

147,530

162,020

円
―

―

―

―

―

―

14,970

29,890

44,770

59,590

74,370

前　　納　　す　　る　　月
平成23年

５　月 円
14,970

29,890

44,770

59,590

74,370

89,100

103,780

118,410

132,990

147,530

162,020

円
―

―

―

―

―

―

14,970

29,890

44,770

59,590

74,370

７　月

６　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

4月 10月

平 

　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

別表第三十四（第七条第二項関係）〔平成24年３月までの間に法附則第５条第６項第４号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するま
でのすべての期間の保険料を口座振替で前納する場合〕

法附則第５条第６項第４号該当により資格喪失する者の資格喪失予定年月

円
14,970

29,890

44,770

59,590

74,370

89,100

103,780

118,410

132,990

147,530

162,020

円
―

―

―

―

―

―

14,970

29,890

44,770

59,590

74,370

円
14,970

29,890

44,770

59,590

74,370

89,100

103,780

118,410

132,990

147,530

162,020

円
―

―

―

―

―

―

14,970

29,890

44,770

59,590

74,370

前　　納　　す　　る　　月
平成23年

５　月

７　月

６　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

4月 10月

平 
　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

別表第三十五（第七条第二項関係）〔平成24年３月までの間に平成６年改正法附則第11条第７項第３号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資
格喪失するまでのすべての期間の保険料を口座振替で前納する場合〕

平成６年改正法附則第11条第７項第３号該当により資格喪失する者の資格喪失予
定年月

前　　納　　す　　る　　月
平成23年

５ 月

７ 月

６ 月

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

１ 月

２ 月

３ 月

4月 10月

平 

　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

別表第三十六（第七条第二項関係）〔平成24年３月までの間に平成６年改正法附則第11条第７項第４号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資
格喪失するまでのすべての期間の保険料を口座振替で前納する場合〕

平成６年改正法附則第11条第７項第４号該当により資格喪失する
者の生年月日

資格喪失
予定年月

昭和16年５月２日から昭和16年６月１日までに生まれた者

昭和16年６月２日から昭和16年７月１日までに生まれた者

昭和16年７月２日から昭和16年８月１日までに生まれた者

昭和16年８月２日から昭和16年９月１日までに生まれた者

昭和16年９月２日から昭和16年10月１日までに生まれた者

昭和16年10月２日から昭和16年11月１日までに生まれた者

昭和16年11月２日から昭和16年12月１日までに生まれた者

昭和16年12月２日から昭和17年１月１日までに生まれた者

昭和17年１月２日から昭和17年２月１日までに生まれた者

昭和17年２月２日から昭和17年３月１日までに生まれた者

昭和17年３月２日から昭和17年４月１日までに生まれた者
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別表第三十七（第七条第三項関係）〔各月の保険料を口座振替で前納する場合〕

前納する月

前　納　額

平成23年４月から平成24年3月までの各月

14,970円

別表第三十八（第八条第一項関係）〔１年間の付加保険料を口座振替で前納する場合〕

前納する月

前　納　額

平成23年４月

4,700円

別表第三十九（第八条第一項関係）〔６月間の付加保険料を口座振替で前納する場合〕

前納する月

前　納　額

平成23年４月及び平成23年10月

2,370円

前　　納　　す　　る　　月
平成23年

５　月 円
400

800

1,190

1,590

1,980

2,370

2,760

3,150

3,540

3,930

4,310

円
―

―

―

―

―

―

400

800

1,190

1,590

1,980

７　月

６　月

８　月

９　月

10　月

11　月

12　月

１　月

２　月

３　月

4月 10月

平 

　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

別表第四十二（第八条第二項関係）〔平成24年３月までの間に法附則第５条第６項第４号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するま
でのすべての期間の付加保険料を口座振替で前納する場合〕

法附則第５条第６項第４号該当により資格喪失する者の資格喪失予定年月

前　　納　　す　　る　　月
平成23年

円
400

800

1,190

1,590

1,980

2,370

2,760

3,150

3,540

3,930

4,310

円
―

―

―

―

―

―

400

800

1,190

1,590

1,980

５ 月

７ 月

６ 月

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

１ 月

２ 月

３ 月

4月 10月

平 

　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

別表第四十（第八条第二項関係）〔平成24年３月までの間に法第９条第３号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するまでのすべての
期間の付加保険料を口座振替で前納する場合〕

法第９条第３号該当により資格喪失する者の生年月日資格喪失
予定年月

昭和26年５月２日から昭和26年６月１日までに生まれた者

昭和26年６月２日から昭和26年７月１日までに生まれた者

昭和26年７月２日から昭和26年８月１日までに生まれた者

昭和26年８月２日から昭和26年９月１日までに生まれた者

昭和26年９月２日から昭和26年10月１日までに生まれた者

昭和26年10月２日から昭和26年11月１日までに生まれた者

昭和26年11月２日から昭和26年12月１日までに生まれた者

昭和26年12月２日から昭和27年１月１日までに生まれた者

昭和27年１月２日から昭和27年２月１日までに生まれた者

昭和27年２月２日から昭和27年３月１日までに生まれた者

昭和27年３月２日から昭和27年４月１日までに生まれた者

前　　納　　す　　る　　月
平成23年

円
400

800

1,190

1,590

1,980

2,370

2,760

3,150

3,540

3,930

4,310

円
―

―

―

―

―

―

400

800

1,190

1,590

1,980

５ 月

７ 月

６ 月

８ 月

９ 月

10 月

11 月

12 月

１ 月

２ 月

３ 月

4月 10月

平 

　
成 

　
23
　 

年

平
成
24
年

別表第四十一（第八条第二項関係）〔平成24年３月までの間に法附則第５条第６項第１号の規定に該当して資格喪失する被保険者が、当該規定に該当して資格喪失するま
でのすべての期間の付加保険料を口座振替で前納する場合〕

法附則第５条第６項第１号該当により資格喪失する者の生年月日資格喪失
予定年月

昭和21年５月２日から昭和21年６月１日までに生まれた者

昭和21年６月２日から昭和21年７月１日までに生まれた者

昭和21年７月２日から昭和21年８月１日までに生まれた者

昭和21年８月２日から昭和21年９月１日までに生まれた者

昭和21年９月２日から昭和21年10月１日までに生まれた者

昭和21年10月２日から昭和21年11月１日までに生まれた者

昭和21年11月２日から昭和21年12月１日までに生まれた者

昭和21年12月２日から昭和22年１月１日までに生まれた者

昭和22年１月２日から昭和22年２月１日までに生まれた者

昭和22年２月２日から昭和22年３月１日までに生まれた者

昭和22年３月２日から昭和22年４月１日までに生まれた者

別表第四十三（第八条第三項関係）〔各月の付加保険料を口座振替で前納する場合〕

前納する月

前　納　額

平成23年４月から平成24年３月までの各月

400円
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Ｑ
． 本
人
以
外
の
国
民
年

金
の
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
に
も
社
会
保

険
料
控
除
を
受
け
ら
れ

ま
す
か
？

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
社
会
保
険
料
控
除
と
は
、
自
分

自
身
、
配
偶
者
あ
る
い
は
そ
の
他
の

親
族
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

国
民
年
金
、国
民
健
康
保
険
、健
康
保

険
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
社
会
保

険
料
を
納
め
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る

所
得
控
除
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ

の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
な
ど
の
際
に
申
告
し
ま

す
が
、
申
告
で
き
る
金
額
は
、
年
間
に

納
め
た
社
会
保
険
料
の
全
額
で
す
。

保
険
料
は
連
帯
納
付
義
務

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
世
帯
主

が
世
帯
員
の
分
を
連
帯
し
て
納
付
す

る
義
務
が
あ
り
、
ま
た
、
夫
婦
も
互

い
の
保
険
料
を
連
帯
し
て
納
付
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

連
帯
納
付
義
務
者
が
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
納
付
し

た
人
が
申
告
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
家
族
の
保
険
料
も

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
生
計
を
同
一
に
し
て

い
る
子
の
国
民
年
金
保
険
料
を
過
去

二
年
分
を
ま
と
め
て
納
め
た
場
合
で

も
、
そ
の
年
中
に
納
付
し
た
も
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
年
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
と
は
逆
に
、
そ
の
年
中
に
翌

年
三
月
ま
で
の
一
年
分
の
国
民
年
金

保
険
料
を
前
納
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
納
付
し
た
全
額
を
そ
の
年
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」

　
前
年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
額
を
証
明
す
る
書
類
と

し
て
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
で
証

明
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
年
の

一
〇
月
一
日
時
点
で
の
国
民
年
金

の
保
険
料
の
「
納
付
済
額
」（
一
月
か

ら
九
月
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
保
険

料
額
）
で
す
。
一
二
月
三
一
日
ま
で

に
納
め
た
保
険
料
も
そ
の
年
の
申

告
の
対
象
（
控
除
対
象
）
と
な
る
の

で
、
一
〇
月
一
日
以
降
に
「
社
会
保

険
料
控
除
証
明
書
」
の
証
明
欄
に
あ

る
「
納
付
済
額
」
や
「
見
込
額
」
以
上

に
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
し
た

と
き
は
、
控
除
証
明
書
の
「
納
付
済

額
」（「
見
込
額
」が
あ
る
場
合
は「
合

計
額
」）
に
追
加
で
納
め
た
保
険
料

額
を
合
算
し
て
申
告
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
際
は
、一
一
月
に
送
付

さ
れ
た「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」

と
追
加
で
納
付
し
た
保
険
料
の
領
収

証
書
を
添
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

＊ 「
国
民
年
金
よ
く
あ
る
質
問
」は
、

当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す（http://www.nenkin.

or.jp/emember/faq_box/

）。会
員

の
み
な
さ
ま
向
け
で
あ
る
こ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
内
容
を
更
新

し
て
、順
次
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

あ
る
場
合
な
ど
も
、
所
得
税
の
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

　
次
に
、
公
的
年
金
受
給
者
で
確
定

申
告
（
還
付
申
告
）
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
と
い
う
の
は
次
の
よ
う

な
人
の
こ
と
で
す
。

　
通
常
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
い
ず
れ
か
の

ケ
ー
ス
に
あ
て
は
ま
る
人
で
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
納
め
過
ぎ
と

な
っ
て
い
る
人
は
、
確
定
申
告
を
す

れ
ば
源
泉
徴
収
税
額
の
還
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料

控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
人

② 

災
害
な
ど
の
損
失
に
つ
い
て
雑
損

控
除
が
受
け
ら
れ
る
人

③ 

医
療
費
に
か
か
る
医
療
費
控
除
が

受
け
ら
れ
る
人

④ 

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て

い
な
い
人

⑤ 

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
後
に

扶
養
親
族
等
が
増
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
人

源
泉
徴
収
税
額
の
算
出
方
法

　
毎
年
一
月
に
送
付
さ
れ
る
源
泉

徴
収
票
の
な
か
の
「
源
泉
徴
収
税

額
」
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額

は
、
年
金
の
各
支
払
期
（
通
常
は
二

月
、
四
月
、
六
月
、
八
月
、
一
〇
月
、

一
二
月
の
偶
数
月
）
に
お
け
る
源
泉

徴
収
税
額
を
合
算
し
た
金
額
で
す
。

各
期
の
源
泉
徴
収
税
額
の
算
出
方
法

は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
や
国
民
健
康
保
険
料

あ
る
い
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
よ
う
に
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ

た
社
会
保
険
料
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
れ
ら
の
金
額
は
、
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
税
金
の
控
除
対
象
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
う
え
で
、

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い

る
場
合
と
提
出
し
て
い
な
い
場
合
と
に

応
じ
て
、次
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
ま
ず
、
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提

出
し
て
い
る
場
合
に
は
、
源
泉
徴
収

税
額
＝
（
年
金
支
給
額
︱
社
会
保
険

料
︱
各
種
控
除
額
）
×
五
％
と
な
り

ま
す
（
五
％
は
源
泉
徴
収
税
率
）。

　
次
に
、
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提

出
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
源
泉
徴

収
税
額
＝
︷
年
金
支
給
額
︱
社
会
保

険
料
︱
（
年
金
支
給
額
︱
社
会
保
険

料
）
×
二
五
％
︸
×
一
〇
％
と
な
り

ま
す
（
一
〇
％
は
源
泉
徴
収
税
率
）。

こ
れ
を
簡
単
に
す
る
と
源
泉
徴
収
税

額
＝
（
年
金
支
給
額
︱
社
会
保
険
料
）

×
七
・
五
％
と
な
り
ま
す
。

公
的
年
金
等
の
各
種
控
除
額

　
公
的
年
金
等
に
か
か
る
各
種
控
除

額
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
公
的
年
金
等
に
か
か
る

各
種
控
除
額
は
月
割
控
除
額
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
以
下
の
控
除
額
は
、
平

成
二
二
年
分
の
一
か
月
あ
た
り
の
控

除
額
で
す
。

① 

公
的
年
金
等
控
除
お
よ
び
基
礎
控

除
相
当
　
年
金
支
給
額
の
月
割
額

×
二
五
％
＋
六
・
五
万
円
。
こ
れ

に
は
最
低
額
が
あ
り
、
六
五
歳

以
上
の
場
合
は
一
三
・
五
万
円
、

六
五
歳
歳
未
満
の
場
合
は
九
万
円

と
な
り
ま
す
。

② 

配
偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶
者
特
別

控
除
相
当
　
三
・
二
五
万
円
。

③
扶
養
親
族
控
除
　
三
・
二
五
万
円
。

④ 

障
害
者
控
除
、
特
別
障
害
者
控
除

相
当
　
二・二
五
万
円
（
特
別
障
害

者
の
場
合
は
三・五
万
円
）
×
人
数
。

⑤ 

特
定
扶
養
親
族
の
控
除
の
増
分
相

当
　
二
万
円
×
人
数
。

⑥ 
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
・
老
人
扶

養
親
族
の
控
除
の
増
分
相
当
　

〇
・
七
五
万
円
×
人
数
。

Q
． 老
齢
厚
生
年
金
を
受
け

て
い
る
場
合
に
は
必
ず

確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
か
？

公
的
年
金
等
の
受
給
者
で

確
定
申
告
が
必
要
な
人

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
毎
年
一

月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で
の

一
年
間
に
発
生
し
た
す
べ
て
の
所
得

金
額
と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
額
を

計
算
し
て
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
税
額
や
予
定
納
税
で
納
め
た
税
額

な
ど
と
の
過
不
足
を
精
算
し
、
調
整

す
る
手
続
き
で
す
。
公
的
年
金
の
受

給
者
で
も
、
確
定
申
告
が
必
要
な
場

合
あ
る
い
は
確
定
申
告
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
公
的
年
金
受
給
者
で
確
定

申
告
が
必
要
な
場
合
と
い
う
の
は
、

次
の
よ
う
な
人
の
こ
と
で
す
。

　
収
入
が
公
的
年
金
だ
け
で
、
平
成

二
二
年
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
の
金
額
か
ら
所
得
控
除
を
差
し

引
い
た
結
果
、残
額
が
あ
る
人
で
す
。

こ
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
た
と
え
ば
厚
生
年
金
保
険

と
厚
生
年
金
基
金
と
い
う
よ
う
に
二

つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に
対
し
て

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い

る
場
合
や
年
金
以
外
に
給
与
所
得
が

国民年金
よくある

質　問

厚生年金
よくある

質　問

年金相談Ｑ＆Ａ  （平成22年度版） 現場力を高める!! 

Vol.1　老齢年金－加入と請求手続き Ｂ5判　定価1,050円（本体1,000円＋税）
Vol.2　老齢年金－年金額の計算 Ｂ5判　定価1,260円（本体1,200円＋税）
Vol.3　遺族年金と障害年金 Ｂ5判　定価1,050円（本体1,000円＋税）

年金相談に携わる人を対象に、具体的な相談例を挙げてＱ
（問題）とＡ（解答）および解説を掲載。問題の例文を読み、考
え、かつ解くことで、相談者に的確に答えられるように編集。年
金相談の現場力を自らの力とし、高めることができる問題集。

好評発売中「年金図書」平成22年度改訂新版

A5判　定価4,200円（本体4,000円＋税）
国民年金・厚生年金の受給条件・年金
額・諸手続きを図解・記載例などにより、
わかりやすく解説した年金実務書の決
定版。

（平成22年度版）

年金相談ＡからＺ  （平成22年度版） 
Ｂ５判　定価2,310円（本体2,200円＋税）
東京都社会保険労務士会 企画　
東京社会保険労務士協同組合 編集
年金相談の心得、国民年金・厚生年金制
度のしくみ、老齢給付、障害給付、遺族給付
をわかりやすく解説。Ｑ＆Ａ形式で、詳細な説
明により深くポイントが理解できるよう編集。

東京 ☎（03）3252-7901　関西 ☎（06）6765-7836
中部 ☎（052）951-0261　中国 ☎（082）223-2707

A5判　定価2,100円（本体2,000円＋税）
制度の仕組みと給付の受け方を、わか
りやすく、詳しく解説。届出・請求書の様
式は記載例つきで収録。

（平成22年度版）国民年金法総覧  （平成22年4月版） 
B5判　定価4,410円（本体4,200円＋税）

法律の条文ごとに、関係政令・省令・通
知等を収載し、法令上の根拠、行政解
釈・事務取扱いの全容が体系的にわか
るように編集。3年ぶりの改訂版。
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国民年金法の解説

ご注文はファクシミリで
※書店では取り扱っておりません。

日本国民年金協会の図書日本国民年金協会の図書

　昭和55年の創刊以
来、国民年金制度の改正
とともに歩む、信頼の法
律専門書。読みやすく、
分かりやすく国民年金
法を解説しました。
Ａ５判　278ページ
定価：2,100円（消費税
込・送料別途）

平成22年度改訂新版

国民年金の話
　国民年金制度をやさし
く正しく理解できる小冊
子です。市区町村の住民
の皆様への配布資料とし
て、各種講習会の教材と
してご利用ください。
Ａ５判　56ページ
定価：210円（消費税
込・送料別途）

平成22年度改訂新版

国民年金実務担当者ハンドブック
　資格取得届出書、免除
申請書、裁定請求書にな
どに係る市区町村の実
務について解説。市区町
村の国民年金担当者必
携のハンドブックです。
A５判　112ページ
定価：525円（消費税
込・送料別途）

新刊22年3月刊行

年金委員ハンドブック
　活動事例、活動の留意
点をはじめ、データを豊
富に掲載し、主に地域型
の年金委員の皆さまの
活動に必要な情報を一
冊の本にまとめました。
Ａ５判　128ページ
定価：525円（消費税
込・送料別途）

最新刊22年11月刊行

な
り
ま
し
た
。
ご
主
人
は
生
前
に

「
入
る
墓
は
あ
る
し
、
香
典
も
相

当
出
し
て
き
た
か
ら
お
金
の
心
配

は
い
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。

葬
儀
後
し
ば
ら
く
し
て
本
家
で

管
理
し
て
い
る
先
祖
代
々
の
お

墓
に
納
骨
す
る
つ
も
り
で
い
た

ら
、「
こ
の
墓
に
は
入
れ
ら
れ
な

い
」
と
、
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
理
由
を
聞
く
と
、「
墓
の
中

が
い
っ
ぱ
い
だ
か
ら
も
う
こ
れ
以

上
は
無
理
だ
」
と
の
こ
と
。
ど
う

も
納
得
が
い
か
な
い
の
で
、
勇
気

を
出
し
て
お
墓
の
中
を
確
認
し
た

ら
、
本
当
に
入
る
隙
間
も
な
い
く

ら
い
遺
骨
で
ぎ
っ
し
り
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

そ
こ
で
急
遽
、
お
墓
を
建
て
る

こ
と
に
し
た
の
で
す
が
、
墓
石
工

事
に
一
八
〇
万
円
、
墓
所
の
永
代

使
用
料
六
〇
万
円
に
管
理
料
、
納

骨
費
用
、
仏
壇
の
購
入
な
ど
で
、

合
計
三
〇
〇
万
円
以
上
も
の
出
費

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

一
人
に
な
っ
た
と
き
の
た
め
に

と
蓄
え
て
い
た
預
金
も
、
こ
れ
で

ほ
と
ん
ど
底
を
付
い
て
し
ま
い
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
質
素
な
生
活
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
無

理
を
し
て
で
も
今
お
墓
を
建
て
て

お
け
ば
息
子
が
入
る
と
き
に
も
困

ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
よ
う

で
す
が
、
そ
こ
ま
で
し
て
準
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
生
き
て
い
る
と
き
の
生
活
を

削
っ
て
で
も
死
後
の
“
儀
式
”
に

大
金
を
使
う
の
は
本
末
転
倒
の
よ

う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

少
子
高
齢
化
で
、
お
墓
の
継
承

が
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

墓
所
の
永
代
使
用
料
を
払
っ
て

も
、
管
理
費
の
負
担
は
ず
っ
と
続

く
の
で
す
。
お
墓
を
引
き
継
ぐ
息

子
の
負
担
も
考
え
て
お
く
必
要
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

近
年
、
葬
儀
を
行
わ
な
い
直
葬

や
、
お
墓
を
持
た
な
い
で
散
骨
を

す
る
、
永
代
使
用
料
の
安
価
な
合

葬
墓
に
入
る
な
ど
、
シ
ン
プ
ル
で

合
理
的
な
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
様
式
が

増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
ち
な
み

に
、
香
典
は
長
生
き
す
る
ほ
ど
出

す
一
方
に
な
り
出
費
が
か
さ
ん
で

い
き
ま
す
。
い
く
ら
出
し
て
も
、

本
人
が
元
を
と
る
と
き
に
は
こ
の

世
に
は
い
な
い
の
で
す
。

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

須
藤
臣（
す
ど
う
と
み
）

老
後
に
残
し
て
お
き
た
い
お
金

の
一
つ
に
「
葬
式
代
」
が
あ
り
ま

す
。
葬
儀
費
用
の
全
国
平
均
額
は

約
二
三
七
万
円
（
平
成
一
五
年
財

団
法
人
日
本
消
費
者
協
会 

「
葬
儀

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

よ
り
）
で
す
が
、
こ
の
他
に
お
墓

や
納
骨
堂
、
仏
壇
な
ど
の
費
用
も

入
れ
る
と
、
大
変
な
負
担
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
が
老
後
の
生
活
を
圧

迫
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

あ
る
七
〇
代
の
女
性
は
、
ご
主

人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
思
い
が

け
ず
大
き
な
出
費
を
す
る
こ
と
に

葬
儀
関
連
費
用
に

ど
こ
ま
で
か
け
る

市区町村の
広報誌（紙）
掲載用

ご

活
用　　ください

市区町村の
広報誌（紙）
掲載用

ご

活
用　　ください

　23
年
度
の
保
険
料
は

　月
額
一
万
五
、〇
二
〇
円

　
国
民
年
金
か
ら
は
、
老
齢
基
礎
年

金
の
ほ
か
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
納
め
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度
改

定
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
二
三
年
度
は

前
年
度
よ
り
八
〇
円
引
き
下
げ
ら
れ

た
月
額
一
万
五
、〇
二
〇
円
と
な
り

ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
毎
年
四
月
の
上
旬
に
送

ら
れ
て
く
る
一
年
分
の「
納
付
書
」

に
よ
っ
て
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め

ま
す
。
な
お
、
保
険
料
は
二
年
を
過

ぎ
る
と
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
納
付
の
窓
口
は
、
金
融
機
関
（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関

で
口
座
振
替
も
で
き
ま
す
（
年
金
事

務
所
で
も
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み

（
郵
送
も
可
）が
で
き
ま
す
）。

有
利
な
前
納
割
引
制
度

　
保
険
料
は
、
一
年
ま
た
は
六
カ
月

な
ど
、
定
め
ら
れ
た
月
数
分
に
つ
い

て
、前
納
す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
平
成
二
三
年
度
の
一
年

分
の
保
険
料
は
総
額
一
八
万
二
四
〇

円
で
す
が
、
一
年
分
を
現
金
で
前

納
す
る
と
一
七
万
七
、〇
四
〇
円

で
、
年
間
三
、二
〇
〇
円
（
約
一
・
八

％
）
の
割
引
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

口
座
振
替
に
よ
っ
て
前
納
す
る
と

一
七
万
六
、四
六
〇
円
で
、
さ
ら
に

有
利
な
年
間
三
、七
八
〇
円（
約
二
・

一
％
）の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
三
年
度
の
六
カ
月

分
の
保
険
料
は
総
額
九
万
一
二
〇

円
で
す
が
、
六
カ
月
分
を
現
金
で
前

納
す
る
と
八
万
九
、三
九
〇
円
で
、

七
三
〇
円（
約
〇
・
八
％
）の
割
引
に
、

六
カ
月
分
を
口
座
振
替
に
よ
っ
て
前

納
す
る
と
八
万
九
、一
〇
〇
円
で
、

一
、〇
二
〇
円
（
約
一
・
一
％
）
の
割

引
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
月
々
の
保
険
料
を
「
口
座

振
替
の
早
割
」
で
一
カ
月
早
め
て
納

付
す
る
と
、
年
間
六
〇
〇
円
（
月
額

五
〇
円
）の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
二
三
年
度
の
一
部
納

付
（
一
部
免
除
）
の
保
険
料
月
額
は
、

四
分
の
三
納
付
で
一
万
一
、二
七
〇

円
、
半
額
納
付
で
七
、五
一
〇
円
、
四

分
の
一
納
付
で
三
、七
六
〇
円
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
一
部
納
付
に

つ
い
て
も
前
納
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

年
金
事
務
所
で
の
申
込
み

　
口
座
振
替
で
平
成
二
三
年
度
の
一

年
分
の
前
納
（
四
月
～
九
月
振
替
の

六
カ
月
分
の
前
納
を
含
む
）
を
希
望

す
る
方
は
、
二
月
末
ま
で
に
年
金
事

務
所
に
申
し
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す

（
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て

い
る
方
は
、
引
落
し
方
法
を
変
更
す

る
場
合
を
除
い
て
再
度
の
申
込
み
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
そ
の
ほ
か
、
詳
細
に
つ
い
て
は
年

金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
記
事
は
市
区
町
村

の
広
報
誌（
紙
）
に
そ
の

ま
ま
掲
載
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
記
事
は
当
協
会
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

と
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
、
ご
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
月
額
と

有
利
な
前
納
割
引
制
度

ご
案
内
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